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前号の (III)（保科 , 2016c）で予告した通り，日
本産ヒゲブトチビシデムシ Colon 属の一種を別亜
属へ移した．そして，この別亜属は日本新記録亜
属となるので，必然的に亜属への検索表を作り直
す必要が生じた．

亜属の変更を行った種は本稿 (IV) で扱うハン
ベエヒゲブトチビシデムシ Colon hanbei Hoshina, 
2012 である．保科（2016b）の種リストでは本種を 
Myloechus 亜属所属の種としていたが，その後の筆
者の再検討で Eurycolon 亜属への変更が妥当と判断
した（Hoshina, 2016）．一部改変した日本産ヒゲブ
トチビシデムシ亜科の属および亜属への改定版検
索表は以下のようになる．

日本産ヒゲブトチビシデムシ亜科の属
および亜属への検索表（改訂版）

(1) 	 触角第 11 節は明らかに縦長（図 15）．頸部

の表面は滑らか．前跗節第1～3節は雌雄共に
肥大化（図 18）．後胸腹板と後胸前側板の
毛の生え際の点刻（setal socket punctures）は
非常に大きい（図5）．雄交尾器の左右の側
片の先端近くは互いに接し（図9–10），側方
向から見てほぼ直角に折れ曲がる（図11）．
雌産卵管の s ty lusは極端に小さくなる（図
22）．分布は八重山諸島のみ．......Colonellus 
ニ セ ヒ ゲ ブ ト チ ビ シ デ ム シ 属 （ 日 本 に
は  C o l o n e l l u s  亜 属 の み が 記 録 さ れ る ）

(-) 	 触角第 11 節は横長か縦横同長（図16–17）．
頸部は明瞭なmicrosculptures を持つ．前跗節第
1～3節は雄が雌よりも大きく肥大化するか，
雌雄共に単純な棒状．後胸腹板と後胸前側板
の毛の生え際の点刻（setal socket punctures）は
小さい（図6–8）．雄交尾器の側片は太い（図
12–14）．雌産卵管のstylusは円筒型で，ニセ
ヒゲブトチビシデムシ属ほど極端に小さくは
ならない（図23）．分布は北海道から琉球列
島までほぼ日本全土．........................Colon ヒゲ
ブトチビシデムシ属（亜属への検索表は2へ）

(2) 	 触角は先端3節が球捍部を構成する．第8節は
第9節よりも明らかに小さくなる（図16）.... 
Colon 属 Tricolon 亜属（日本産は1種のみ）

(-) 	 触角は先端4節が球捍部を構成する．第8節は
第9節とおおよそ同じ大きさ（図17）．.......3

(3)	 前跗節は全節が雌雄とも単純な棒状（図19）
．........................................... Colon属 Colon亜属

(-)	 雄 前 跗 節 は 第 1 ～ 3 節 が 肥 大 化 す る （ 図 
2 0 ） ． 雌 前跗節 の 第 1 ～ 3 節 は 雄 と 比 べ て
弱く広がる程度ではあるが，Colon  亜属の
よ う に 単 純 な 棒 状 に は な ら な い （ 図 2 1 ）
（ただし，台湾産種C .  (M . )  chenggongi  は
例 外 で 雄 前跗節 は 同 亜 属 他 種 の 雌 の跗節
程度にしか広がらない）．.......................4

(4)	 脚 に 出 る 顕 著 な 性 的 二 型 は ほ ぼ 前 脛 節
に 限 ら れ ， 後 脚 は 雌 雄 ほ ぼ 同 型 （ 図 F , 
G ） ． 雄 交 尾 器 側 片 は 腹 側 ， 背 側 と も 極
端に疎で短い毛しか持たない（図H, I ,  J）

A
図 A. ハンベエヒゲブトチビシデムシ Colon (Eurycolon) 

hanbei Hoshina. Hoshina (2012) より．
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（矢印）．............ Colon属 Eurycolon亜属
(-)	 ほとんどの場合，後脚に何等かの性的二型が

出る（しかし，C. (Myloechus) shini のように種
内の形態変異が激しい種の場合，稀に雌雄ほ
ぼ同型の後脚となる場合がある）．雄交尾器
側片は腹側，背側のどちらか，ないしは両方
に高密度ないしは程々の数の毛を持つ（図K）
（矢印）．..................... Colon属 Myloechus亜属

※上記検索表のアラビア数字の番号を持つ図は本連載 
(II)（保科, 2016b）内の図に対応している．本稿ヒ
ゲブトチビシデムシ類要説 (IV) 掲載の図ではない
ことに注意されたい．また，検索表 (1)～(3) まで
は新旧全く同じで，(4) 以降が本稿 (IV) で新たに追
加した箇所となる．
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図B–J. ハンベエヒゲブトチビシデムシ Colon (Eurycolon) hanbei Hoshina. K.  ヤマトヒゲブトチビシデムシ C. 

(Myloechus) japonicum Hisamatsu. B，前胸背板の点刻; C, 中胸腹板および後胸腹板; D, 雄前脚; E，雌前脚; F, 
雄後脚; G, 雌後脚; H, I, J, 雄交尾器（それぞれ腹側，背側，横側）; K, 雄交尾器（横側）．図B–JはHoshina 
(2012)，図Kは Hoshina (2009) より． 
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Colon 属 Eurycolon 亜属

上述の通り Hoshina (2016) は Myloechus 亜属とし
て記載されたハンベエヒゲブトチビシデムシ Colon 
hanbei Hoshina, 2012 を Eurycolon Ganglbauer, 1899
亜属へ移した．これにより，Eurycolon 亜属が日本
から初記録されたことになる．

Eurycolon 亜属は旧北区の 7 種（日本のハンベエ
ヒゲブトチビシデムシ含む），北米大陸の 2 種，世
界で計 9 種のみが記録されている小亜属である（Peck 
& Stephan, 1996; Newton, 1998; Perreau, 2015; Hoshina, 
2016）．Colon 属内の最大亜属の Myloechus 亜属との
区別方法は上記検索表に述べた通りである．

ただ，本稿の検索表を引いていただければわか
るが，Eurycolon 亜属と Myloechus 亜属の間の形態
的差異は多分に量的なものにとどまる．ハンベエ
ヒゲブトチシビデムシの全形図（図 A）と，本連載 (I) 

（保科，2016a）に写真掲載したヤマトヒゲブトチビ
シデムシ C. (Myloechus) japonicum Hisamatasu, 1970
やトゲヒゲブトチビシデムシ C. (M.) itoi Hisamatsu, 
1985 と比較すると，背面側から虫全体を眺めても
殆ど区別がつかないほど似ていることは明らかだ．

Eurycolon 亜属は，ハンベエヒゲブトチビシデム
シが Hoshina (2012) で記載される前は，Palm (1941) 
が欧州より記載した Colon (Eurycolon) brundini と C. 
(E.) pseudolatum の 2 種が最後の新種であった．言
い換えると，70 年以上も未知の種が発見されなかっ
たグループと言うことになる（なお，Palm (1941) 
の時点では両種とも Curvimanon 亜属とされていた．
また，C. (E.) pseudolatum は現在モンゴルや極東ロ
シアからも記録がある (Perreau, 2015) ）．

つまり，Eurycolon 亜属は半世紀にわたって新知
見が付け加えられなかった，言わば存在を半ば忘
れられていた亜属である．それだけに亜属の定義
は 20 世紀前半時の不明瞭な点が今なお残されたま
まだ．例えば，Peck & Stephan (1996) が示した北米
産ヒゲブトチビシデムシ Colon 属の亜属への検索
表の中で示した Eurycolon 亜属と Myloechus 亜属の
間の違いは，Reitter (1909) や Peez (1971) をほぼ踏
襲しただけとなっている．要するに，Eurycolon 亜
属と Myloechus 亜属は厳密に区別できるか，また区
別すべきかに筆者には一抹の不安が残る．

Eurycolon 亜属所属の種はハンベエヒゲブトチ
ビシデムシを除き，いずれも古い時代に記載され
たことから，種の同定にも不安を残す．よって，
Eurycolon 亜属の全 9 種が全て独立した種かどうか
の検証（例えば，極東ロシアの C. (E.) pseudolatum
とハンベエヒゲブトチビシデムシは真に別種か否

か等）や亜属の形態学的再定義など，Eurycolon 亜
属は再検討の必要を感じさせるグループであるこ
とは確かだ．

Hoshina (2016) はあくまで現時点での知見に基づ
いた分類学的措置にすぎないことを予めお断りし
ておく．

ハンベエヒゲブトチビシデムシ
Colon (Eurycolon) hanbei Hoshina, 2012

（図 A–J）

日本産 Eurycolon 亜属唯一の種であるハンベエヒ
ゲブトチビシデムシは体長 3 mm 前後で，背面は暗
褐色か暗赤褐色．前胸背板は上翅とほぼ同幅（図
A），前胸背板の形は饅頭形で性的二型はなく，そ
れぞれの点刻はつながらず独立している（図 B）．
前脚に顕著な性的二型があり，雄前脛節は基部約
1/3 で内側に湾曲し，先端に向かって急激に広が
る（図 C）．一方，雌前脛節は基部から先端方向へ
おおよそ単純かつ緩やかに太くなる（図 D）．雄前
脚跗節は雌のそれと比較するとより顕著に肥大す
る（図 D，E）．しかし，雌前脚跗節も Myloechus 
亜属所属の種と比べれば幅が広めである（ただし，
ハチスカヒゲブトチビシデムシ Colon (Myloechus) 
hachisukai Hoshina, 2009 は例外で，雌前脚跗節はそ
こそこ肥大している．詳細は次回以降の本連載参
照）．後脚には目立った性的二型がなく，雌雄の後
腿節，後脛節いずれも単純で特に際立った特徴は
ない（図 F，G）．

後胸腹板中央五角形部分の点刻は小さくて密度
は程々（図 C）．雄交尾器の側片の毛は極端に少な
く，また短いことは検索表で述べた通り（図 H–J）．
その他，腹側および背側から見た側片は基部約 1/4
付近で内側へ大きく湾曲するなど複雑な形をして
いる（図 H および I）． 

分布地：本州（岐阜県）
雑記．本種は Hoshina (2012) で新種として記載さ

れた．学名および和名は現在の岐阜県出身で戦国時
代の名軍師の竹中半兵衛重治（1544–1579）に由来
する．今のところ，本会会員の豊島健太郎氏が採集
された飛騨高山産 4 個体以外の本種の記録はない．

本 連 載 の 次 回 (V) よ り，Colon 属 最 大 の 
Myloechus 亜属の解説に入る．

※訂正報告
本 連 載 (II)（ 保 科 , 2016b） の p. 4 の 図 9–14 の

付 図 説 明 の 2 行 目．「 欧 州 産 Colon (Myloechus) 
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appendiculatum (Sahlberg, 1834)」の直前に，「12–14」
との数字が抜け落ちている．追加訂正をお願いし
たい．
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【短報】愛媛県東温市でコガタノゲンゴロウを確認
コガタノゲンゴロウ Cybister tripunctatus lateralis 

(Fabricius) は，愛媛県では愛媛県県民環境部環境局
自然保護課（2014）において絶滅危惧 I 類（CR+EN）
とされ，愛媛県（2008）によって特定希少野生
動植物種に指定され生息地を含めた保全対策が
行われている．しかし本種は近年になり西日本を
中心に本種の分布拡大が報告されており（下野，
2015），愛媛県においても今治市，松山市，西予市
などでも確認されている（愛媛県県民環境部環境
局自然保護課，2014）．

愛媛県東温市立南吉井小学校の岡本晃虎君と渡
部悠都君が 2015 年 9 月 16 日に南吉井小学校の校
庭に落ちている 1 個体を拾ったとのことで連絡を
もらい，写真（図 1）にて本種であることを確認した．
東温市では初めての記録になると思われ分布拡大
の状況を示す 1 例になるので記録しておく．該当
個体は写真撮影後に小学校近くのため池に逃がし

たとのことである．
末筆ながら，本記録について報告の許可を頂い

た岡本晃虎君と渡部悠都君，およびそのご家族，
本種の生息状況についてご教示頂いた久松定智博
士にお礼申し上げる．

引用文献

愛媛県，2008．愛媛県野生動植物の多様性の保全に関する条
例（平成 20 年　愛媛県条例第 15 号）（2016 年 9 月 23
日 閲 覧　http://www.pref.ehime.jp/h15800/1190754_1934.
html）

愛媛県県民環境部環境局自然保護課，2014．愛媛県レッド
データブック 2014‒ 愛媛県の絶滅のおそれのある野生
生物 ‒（2016 年 9 月 23 日閲覧　http://www.pref.ehime.jp/
reddatabook2014/detail/05_03_001950_1.html）

下野誠之，2015．山口県における近年のコガタノゲンゴロウ
の動向について．山口のむし，(14)：84‒90．

（吉富博之　愛媛大学ミュージアム）

図1．東温市で確認されたコガタノゲンゴロウ．


